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雑誌九十種資料の漢語表記
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　ここで分析の対象とする資料は1956年の雑誌90種からぬきだした，のべ約44

万語（β単位〉の表記である。この資料による調査の結果は，すでに圏語研究

所から3冊の報告書となって発表されている。（国立国語研究所八丁21，22，

25『現代雑誌九十種の用語用字：』）雑誌の種類や調査の方法など，くわしいこ

とはこれらの報告書をみていただきたい。

　これらの報告書は『現代雑誌……£という名をもっており，その後もこの調

査または資料をさして「現代雑誌九十種の調査（資料）」とよぶのが普通であ

る。しかし，これらの雑誌が出版されてから現在までにはすでに20年たってお

り，これをいまさら厳密な意味での現代の表記資料だとするのは適当ではな

い。おそらく，いまの雑誌についておなじような調査をしたとすれば，表記に

ついて，かなりちがった結果がえられるだろう。戦後における表記法のはげし

いかわりかたをおもえば，この資料はいまやむしろ歴史的な価値をもつものと

みるべきかもしれない。また，この調査資料の表記については，国研報告22

『現代雑誌九十種の用語用字（第二分1恥』にくわしい結果がでている。にもか

かわらず，いまあらためて調奮したのは，つぎのような理由があるからであ

る。

　（1）大規模な語彙調査の報告で，まだこの水準をのりこえるものがないこ

　　と。国語研究所がおこなった大規模な，手作業による語彙調査として，こ

　　れは最後のものであり，このあとは電子計算機による調査にかわってい

　　く。そのため，調査の規模は大きくなり，速さは増したが，厳密さという

　　点では，初期の段階での電子計算機に課したかぎりでは，手作業のときよ

　　りもおとっている。たとえば，「金」は「かね」と「きん」とをよみわけ

　　ることができないままに，それぞれおなじ単語としたし，一方r早速」と
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　「さっそく」，「椅子」と「いす」と「イス」とは合併することができずに

　それぞれ捌の単藷とされた。このまま，さらに手をくわえることなしに厳

　密な表記調査をおこなうことはできない。

（2）表記の実態をみるには雑誌が適妾であること。

　　国語研究所では雑誌のあと新聞や教科書の語彙調査をおこなっている。

　これらは，日本人の言語生活のなかでおおきな比重をしめ，影響力が大き

　いという点からみてたいせつな資料である。しかし，どちらも編集部がか

　なり意識的に表記を統制したうえで世に出るものである。したがって，H

　本入が実際にどのような書きあらわしかたをしており，おなじ単語の表記

　に，どのよ5なゆれがあらわれるか，といったことをみるには，あまりい

　い材料とはいえない。この点，雑誌は，編集部による統一はあるにしても

　新聞や教科書よりはずっと筆者の自由にまかせる度舎いがたかいとみら

　れ，実態（うえにのべたようにすでに過宏のものであるが）をみるのにつ

　こうがよい。

（3）　これまでの報告ではたりない点があること。

　　『現代雑誌九十種の摺語用掌（第二分fH）』には表記についてのくわしい

　調査結果がのっている。しかし，これはつぎのような点でおぎなうべきも

　のだとおもわれる。

　1）　調査が資料の全体でなく，2／3しか対象にしていないこと。（くわしく

　　は醐報魯書参照。）

　2）調査が漢字の使い方という観点からなされていること。したがって，

　　漢字で書かれた例のある語については，かながきの度数もしめされてい

　　るが，かなでしかあらわれなかった語については，報告されていない。

　3）報告書の副題が「漢字表」であることからわかるように，結果の一覧

　　表がのっているものであって，これについての分析がないこと。一語一一

　　語の表記の実態については，それが漢字でかかれている例をもつかぎ

　　り，丁丁をたよりにして表のなかからさがすことができるが，一般的に

　　どのような語が漢掌でかかれやすいか，あるいはどのような条件のもと

　　でかながきがあらわれやすいか，などといった分析がついていない。
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　表記の安定性という観点からみると，大部分の漢語はあまり問題がない。す

なわち，基本的に漢語は漢字でかかれ，それも普通はひととおりにかぎられ

る。しかし，なかには，かなでかかれる漢語もあり，その傾向は戦後つよくな

っているものとおもわれる。この報告では，おもに，この漢語かながきの問題

についてしらべたことをのべる。

　なお，本題にはいるまえに，漢語が漢字：かな以外でかかれることもあること

を注記しておきたい。その第1はアラビア数字でかかれるものであって，よこ

がきの文章では「1月」「35人」など，ごくふつうのかきかたである。第2は

記号化されたローマ字，数字によるもので，実例としては，「km2」「m2」など

があった。第3はごく特殊なばあいにおけるtU・一マ字表記で，

　○　法敷大学院ビルは夜になると，ちょうど人間でい5と頭にあたるところに，鉢巻

　　　のように細く長くHOSEI　UN王V．ERCITY　GRADUATE　SCHCOLという青い

　　　色のネオンがつく。（知性　3月　34）

という例があった。（ただし，これれは英語にはいった例であって，日本語の

表記例というのは適当でないだろう。なお出典の「3月　34」は3月号の34ペ

ージを意味する。以下同様。）

　漢字がかながきされやすい条件は，いくつかにわけてかんがえることができ

る。

　（1）文字としての条件

　　　当用漢宇治にふくまれていない漢字，または一般的にいってむずかしい

　　漢字はやさしいものよりもかながきされやすいであろう。

　（2）単語としての条件

　　　副詞や動植物名はかながきするという方針があり，実際にもそのような

　　傾向がみられる。

　（3）おなじ漢語でも，こどもが，またはこどもむけにかいた文章のなかでは

　　かながきの率がたかくなるとおもわれる。それほどでなくても，いわゆる

　　かたい雑誌とやわらかい雑誌とではちがいがみられるであろう。

以下，これら予想された条件のなかからいくつかをえらんで，それらが実際に
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どうはたらいているかをしらべることにする。

1．表外字はかながきされる傾向がつよい

　当然予想されることだが，当用漢字表にはいっている字にくらべて，表外字

は，かながきされる傾向がつよい。これは当用漢字音訓表を参照して，意識的

にそうしているばあいもあるだろう。また，それを意識しなくても，表外字の

ほうがむずかしいので，結果的に自然にそうなる，ということもあるだろう。

これを全資料について調査することは困難なので，ここでは，「カ（ガ）jおよ

び「リ」ではじまる漢語だけについてしらべることにした。ただし，このなか

には「勘十郎」「琉球」のような人名・地名はふくまず，一方，混種語のうち，

「顔投」「劉食い」のような漢語部分は対象にふくめた。漢語の範囲に人名・地

名をふくめないことは，この報告全体を通じての方針であり，混種語の漢語部

分をふくめることは，表外字との関係をみるばあいだけの例外的処置である。

　これらの漢語について，かながきの率，すなわち

　　　　　　　　　かながきされた漢語要素数
　　　　　　　　　　　　　　のべ漢語要素数

を計算すると，下の表のようになり，表外字のかながき率がたかい。　（ここで

「漢語要素」とよんだのは，漢字1字に対応する漢語の成分である。）

・カ・ではじ・る漢謁
「り」ではじまる漢語

表
外
字

表
内
字

63
喜万＝16・7％

　415
颪諏∫＝2・3％

42
齋罵35・0％

48
τ酉＝L2％

’

淺1）「（3）ケ月」「（10）ケ年」「（4）ケ条」などの「ケ」は，『箇」の略字とみれば漢

　　字だが，ここではカタカナとしてあつかった。

注2）表外宇によるものと表内字によるものと，2とおりの漢字表記をもつ語があ

　　る。「恰好」～「格好」，「肝腎」～「肝心」などである。これらの語がかながきされ

　　たばあい，実は，どちらの字がかなでかかれたのか，わからないわけである。上

　　の表では，便宜上これらをすべて表外字のかながき例にかぞえたが，その数はわ

　　ずかであり（「カ（ガ）」の部で9例），大勢に影響ない。
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2．　むずかしい字は，かながきされやすい

　表外字は一般に当用漢字にくらべてむずかしい。したがって，表外字がかな

がきされやすいことは，「むずかしい字は……」ということの1つの証拠でも

ある。しかし，さらに，当用漢宇の範囲内でも，このような傾向はみとめられ

るようだ。

　資料の全体にわたって，このことを誕明するような材料をさがすのは，たい

へんやっかいである。ここでは，以下にのべるようなかんたんな方法でこの傾

向をしめそうとした。

　「破壊」という漢語をとってみると，これには「破かい」のように一方だけ

がかなになった，いわゆるまぜがきの例がある。　「破」も「壊」も当用漢字で

あるが，「壊」だけがかなになっているのは，なにかこの字を「破」よりもさ

けさせるような条件がはたらいているからだろう。そのような条件としては，

「壊」の方が画数がおおい，「破」には「やぶる」「やぶれる」という訓がある

が「壊」にはない（ここで基準にするのは，改訂前の音訓表である），「破」

は「破滅」「大破」など多くの熟語をつくるが「壌」はそれがすくない，など

が考えられる。これらは，みな「壊」の字のむずかしさを構成する条件，「壊」

の字はむずかしい，ということをより異体的に言いなおしたもの，とみてよい

だろう。それで，これらの条件がかながきされる漢字について一般的にあては

まるかどうかをみることにした。すなわち，当用漢字2字で書かれる漢語で，

一方だけがかながきされた例をあつめ，漢字のままのこったものと，かながき

されたものとを，上記のような観点から比較した。

　資料をなるべく等質のものにするために，名詞系の語にかぎり，形容動調

系・副詞系のものははぶいた。（この分類については，あとでのべることを参

照。）また，接頭辞「御」が1宇漢語についた「御殿」「御飯」や「（三）簡断」

「（五）個条」の類も，ほかとは異質：のものとみられるので，ここではあっか

わない。

　以上のほか，2字漢語のまぜがきで，ここでとりあげなかったものに，つぎ

のような例がある。それぞれ，一方の字がかながきされるについて，むずかし
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さとは甥の条件がはたらいている，とみられるものである。

「ズ・・一一一体」。rズー」は「図」の表外回である。

「半ぺん」。辞典によっては「半平」「半片」などの字をあてるが，語源的に問

題であり，漢語のかながきされた例としてあげるのは不適当。

「シェイ楽お　○姉がピアノやつとったもんで，窃分はシェイ楽をやって……　（申央）

　　公論　11月　lll）

という例で，発言者の発音を忠実にうつすためにかながきしたもの。

「メイ優」。○「あなたはメイ優です」（娯楽よみうり　8月17　1－1　13　テレビ番組名

「名優」と「迷優」とをかけている。

「他ケン」。○他ケンの空似というものは　あんまりなかったようです（週刊東京

　　9月1口　32）

「他入の空似」にかけてr他犬」ということぽを臨地につくった。

　これらをのぞいて，上の条件にあてはまる24語・24対の漢字について，どの

ようなものがかなになっているかをみていくことにする。はじめに，全部の例

と，それらの字の性質とを，表にしてしめす。

教　画　　　　熟　使　同

蓬　訓語屡二
字　数　　　　数　数　数

一たい

　　「一」教

　　「体」教

化せん

　　「化．1　教

　　「繊」一

町ギク

　　「寒」教

　　1一菊」一一

かん定

　　「勘」一

　　「定」財

田こう

　　「均」教

　　「・衡量　一

1
7

あり1114，578

なし　61　563
A
り
9

4　　あり　　29　　　418　　29

17　なし　3　　5321

i2あり　16　8240
11　　なし　　　1　　　45　　　0

11　なし　2　　21　40
8　　あり　　　6　　　456　　17

7　なし　5　　55　13

16　なし　2　　11　53

58

激れい

　　r激」一
　　「励」一一

ご　生

　　「後」教

　　「生」教

さん食

　　「蚕」教

　　「駕　教

自まん

　　「削　教

　　1”慢」　一

しょう動

　　「衝」

　　「動」

16　　あり　　19　　　88　　4

7　あり　3　24　9

9あり　211，07613
5　　あり　　1．4　1，449　　53

10あり　0　　011
9　　あり　　41　　　322　　　8

6　あり

14　なし　6

60　1，　e5－4一

　　　　一一　15　なし　7

　　　　教14あり　45
推せん（推セン）

　　「推」　教　11　あり　12

　　「薦」　一一　！6　なし　　1

　　17

38　3

22　53

52／　9

58　l／

4一　22



しん棒

　ド心」教

　「棒｝一
精こん

　「精」教
　　「魂」　一

弾ガイ

　　「弾」　一

　　r劾．i　一

チク生

　　「翻　一

　　「生」教

ちゅう出

　　「抽」　…

　　咄」一教

バイ介

　　「媒」　…

　　「介」一

破かい

　　「破」教

4　　あり　　56　　　715　　27

］2　　〕なし．　　鷹　　　4王　19

1．4　 なし　 ］8　　118　20

14　あり　4　　14　6

3．2　　なし　　14　　　47　　7

8　なし　1　　2　9

IO　なし　7

5あり　　，

17

141麟9

3
0

　
7

し
り

な
あ8

5
70　2，le7

9
研
n
δ

　
5

17　IO

　　o

12オ碧し2　26
4　なし　9　115　20

IO　　あり　　20　　102　　21
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醸
布
糠
怖
任
礎
晦
イ
浜
畷
歴
畷
歴
よ
嚇
騰
よ
蹴
獣

　
ん
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
ん
　
　
　
り
　
　
　
じ

　
は
　
　
　
ふ
　
　
　
兵
　
　
　
へ
　
　
捕
　
　
　
礼

16　　なし　　　4　　　22　　20

13　　なし　　　1　　　　1　　16

6　　あり　　22　　　265　　18

9　なし　1　　10　18
6　　凌）り　　22　　117　　3

7　なし　34　173　8
12　　なし　　23　　151　　19

12　なし　4　　10　7

14　なし　13　　68　0

10　　あり　　　8　　　68　　　5

13　なし　1　　2　2

5　なし　21　　74　9

7　なし　24　169　17

〔教育漢字でないもの〕

　「一体」「後生」のように，ともに教育漢字のもの，「激励」r弾劾」のよう

に，と竜にそうでないものをのぞいて，一方だけが教育漢字である15組につい

てみると，すべて，教育漢字でない方がかなになっている。

〔画i数のおおいもの〕

　蒸準としたのは薪字体であり，1956年の段階ではま溜臼字体がかなりのこっ

ていたから，すこし問題だが，照字体を基準にしても結果はほとんどかわらな

い。「精魂」はともに14爾なので，これをのぞいた23組についてみると，

　　画数のおおい方が　かな　　　18

　　画数のすくない方が　かな　　　5

であり，統計的にも有意差がみとめられる。
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〔訓のないもの〕

改定以前の音訓表を基準にするとき，一一方だけが訓をもつ15組のうち，

　　訓のない：方が　かな　　　　　　13

　　訓のある方が　かな　　　　　　2

である。

〔使用範囲のせまいもの〕

　表で「熟語数」としたのは，この漢字（厳密には，この漢掌のあらわす漢語

要素）が，何種類の熟語につかわれているかをしめすものである。この数は，

『現代雑誌九十種の用語用字第二分冊　漢字表』にのせられた，全体の3分

の2の範囲にあらわれたものであり，したがって，ここで熟語とよぶのは具体

的にはβ単位（原劉として2字漢語，まれに「破廉恥」のような3字漢語をふ

くむ）である。

　　熟語数のすくない方が　かな　　21

　　熟語数のおおい方が　かな　　　3

である。熟語数の多少は「後生」のばあいをのぞき使用度数（これも金体の3

分の2までの数をあげた）の多少と一・・一・一致するので，「使用範囲のせまい漢字」

というのは「使用度数のすくない漢字」といいかえてもよい。

　以上にあげた画数や訓のありなしなどは，原理的にはおたがいに無関係であ

るが，実際には基本的な漢字ではこれらが総合した形であらわれ，それが教育

漢字をえらぶ根拠になっている。したがって，現象的には，これらの要因がみ

なかながきに有利にはたらいているようにみえるが，じつは，その中のいくつ

かが決定的であって，あとの要因は，かながきと直接の因果関係をもたないの

かもしれない。これだけのデータからは，そこまでは追求できなかった。しか

し，一般的に，むずかしい漢字の方がかなになりやすい，ということはいって

もよいだろう。

〔同音字数との関係〕

これは漢字のむずかしさとは別の問題だが，おなじデータをつかって，同音
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の漢字の数とかながきとの関係をしらべてみた。つまり，同音の字がおおけれ

ば，これをみわけるために漢字をつかう傾向，かながきをさまたげる傾向があ

りはしないか，と予想したわけである。

　問音の漢字の数をしらべるには，やはり『現代雑誌九十種の用語用字第二

分冊　漢字表還によった。さきの表で「同音字数」としたらんは，この『漢字

表口にのっている度数9以上の漢字の数（問題にしている字自体はふくまない）

である。ただし，訓よみまたは人名地名にしか使われていないものは，はぶい

た。これによれば，

　　岡音字のおおい方が　かな　　　13　　　（「～体」「均衡」など）

　　同音字のすくない方が　かな　　11　　　（「化繊」「自慢」など）

で，特定の傾向はみられない。もし「同音字を区：干するために」という要因が

あったとしても，それは上にあげたrむずかしい字はかなで」という要因にく

らべてずっとよわいので，このデータには，あらわれないのであろう。

3．副詞はかながきされる傾向がつよい

　翻詞をかながきにするということは，表記の手引きなどによく出ている方針

なので，これは当然予想される結果にすぎないが，実際に資料にあたってしら

べたものがないようなので，調査結果をしるしておく。

　品詞の分類は，まず国立国語研究所解分類語彙表』によった。これは，語彙

調査のとき，見出し羅にこの分類番号をふってあったので，これによるのが便

利だったからである。窪分類語彙表』における分類は，つぎのようになってい

る。

　1．　体の類（名詞）

　2．用の類（動詞）

　3．　相の類（形容詞・形容動詞・副詞）

　4．その他（接続詞・感動詞など）

しかし，雑誌九十種の語彙調査では「信ずる」「凛々しい」などは混種語にな

っているので，けっきょく漢語の動詞・形容詞はないことになる。「運動する」

の類は，「運動」＋「する」と2語になって，「運動」は漢語名詞にはいってい
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る。「簡単な」のような形容動詞は，語尾の部分を無視して「3．相の類」に

入れてあり，これは混種語ではなく漢語である。4にはいる漢語というのは，

おもに「勿論」「多分」など陳述副講である。なお，この撮詞の分類は，実際

のつかい方がどうであるかにかかわらず，おなじ単語とみとめた範囲でes　一定

のものとしてある。たとえば，「健康一］や「正直」は，笑際にはどちらも名詞

としての用法も形容動詞としての用法ももっているはずだが，ここではすべて

前者は1（名詞），後者は3（形容動詞）としてある。同様のことは，名詞と

副詞のあいだにもみられる。

　じつは，この語彙調査の単位であるβ単位は，～般にいう単語よりちいさいも

のもふくんでいる。たとえば，「健康上」「正直者」などの「健康」「正直」が，

独立の用法とともに1βとしてかぞえられているのである。したがって，単語

の分類である品詞の概念を，ここに適用することは，厳密にいえば，よくない

のである。ただ，このままでも，：大体の傾向をみるには役だつであろう。

　なお，助動詞の「よう（だ）」「そう（だ）」は，語彙調奮のときに漢語とし

て集計されているが，つぎの表からははぶいた。

　　「よ　う　（だ）」　　　2，775　（うち，　カ、なカミき　　　2，694）

　　「そう（だ）」　　340（うち，かながき　　337）

　さて，漢語の表記を晶調別にみると，つぎの表のようになる。「3．相の類」

は，副詞とそれ以外（つまり形容動詞と考えればよい）とにわけた。これも，

実際の旧例によるのでなく，もっとも代表的とおもわれる骨法によって，語ご

（ことなり）

つねに　漢字がき

1名璽隣動詞剛詞唖他 畳
目

i2sio　1　se7
（96．0）　1　（87．8）

つねに、ぜが馴 　45
（O．　3） 　6（e．　7）

つねに　かながき
（。ll｝1（端

それ　以外
　4．06

（3．　0）
　85
（9．　2）

　57（44．．　5）

　e（o．　o）

　8（6．　3）

　63
（49．　2）

　　5
（38．　5）

　e（e．　o）

　1（7．　7）

　　7
（53．　8）

13679
（95．　0）

　51
（O．　4）

　l13
（O．　8）

　561
（3，　9）

計
ltL－h3rm4411：．1，．L1 1？2ii．s．一j．

13 ､…4
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（のべ）

漢字がき

まぜがき

かながき

礒一認r瞬ポ［畔引茎…み他”’1

15205ti
（98．　7）

　9166
（93．　9）

　392
（e．　3）

1606
（2．　0）

　74
（O．　8）

　518
（5．　3）

　2186
（77．　1）

．三3日16354・

！49ほ）i　　　　　（98．　0）

至悪累（…1

　59．8
（21．　1）

　138
（50．　5）

　527
（O．　3）

2860
（1．7）

計 印画塑！．饗．．L饗．い669・7

　（）内は％

とに，どちらかにふるいわけたものである。漢字がきの漢語の数は，今圏かぞ

えたのではなく，すでに報告されている漢語の総数（『国研報告252のp・56以下

を参照）から，かながき，まぜがきの数をひいて算出した。

　「ことなり」の方で「それ以外」としたのは，あるときは漢字，あるときは

かな，というように，表記が一定していないものである。それ以外の「全部漢

字」「まぜがきjr全部かな」というのは，標本にあらわれたかぎりでは表記が

一定しているものであるが，じつは，このなかには度数1（したがって当然表

記は一定）というのが，かなりふくまれていることに，注意しなければならな

い。これらは，表記が安定しているものとはいえず，もっとおおくの標本をと

れぽ，ほかの表記もでてきてFそれ以外」の方にまわったかもしれないのであ

る。

　ヂそれ以外」，すなわち表認が…定していないものが特に副詞におおいこと

は，のべ語数で議綱のかながきがおおい事実にみあうものであって，名詞が安

定した漢字表記をもっているのに対し，舗詞はかながふえてきたこと，しかし

一方では漢字表記ものこっていて，つねにかな表記，というところまではいっ

ていないこと，をしめすものである。

　いちいちの単語についても，より名詞的な用法と，よ幅病的な用法とでは

差があってもおかしくないが，今回の資料の範囲では，このことをいうのはむ

ずかしい。つぎにあげる磁語について，「ゼ明すなわち急調・助動詞がつか

ない形で副馬的につかわれたばあいには，かながきの率がほかのばあいよりも

たかくなっているが，これも統計的に有意差のみとめられるほどのものではな
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いQ

「一切」　　　　　ゼロ　　～の　　～が　　～を　　～まで　　複合

享葵字　

カ、な・まぜカ1き’4301　0　0
　（「複合」としたのは，「～経」「～合財」などの「一切」である。）

「今度」　　ゼロ　～こそ　～は　～も　～の　～が　～に　～から　～ほど

漢字　　　25　　5　　57　　5　　44　　2　　0　　0　　　1
カtsts　　　　　19　　　　0　　　　38　　　1　　　22　　　王　　　　1　　　　1　　　　　0

「大変」　ゼ・～な一・c～で庵す醤
漢字　　　　　　35　　27　　3　　　1　　　14　　　2
かな・ま・ぜがき　　18　　　6　　　1　　　0　　　　4　　　　3

　（「述語」としたのは助動詞がつかないままの形で述語になったものである。）

「余計」　　ゼロ　　～な　　～に

漢字　　　6　　　8　　　5

かな　　　　5　　　4　　　1

　つぎに，用法の面からみて，かなになりやすいとおもわれるものの実例をあ

げておく。

　（1）　　藍蚕週言貫｝的な用法

　○科学の対象にならぬものを科学にできると考え，じじつ，一部では科学にしつSあ

　　ると（若い女性　7月　130）

　○千歳は，じっさい，そのやうな町かも知れない。（文芸　10月　209）

　○これらのために球根のウスプルン消毒や用土に石灰を加えることはぜひやりたいも

　　の。（農耕と園芸　5月　77）

　○肺に故障があるのではないかと，レントゲン写真をとってもらったが，べつに異常

　　はない。（文芸春秋　11月　301）

　（2）形容動詞

　○蜘蛛の音若がぶきみな限をひからせて，（小説倶楽部　7月　451）

　○国中があまい蜜やら粉やらでシロップだのキャラメルだのを作ることにむちゅうに

　　なり，（ポピュラーサイエンス　11月　22）

　○都会ではいsが，農村ではちょっとむりだろう。（農業世界　1月付録　107）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　64



ただし，「無理」は名詞としてもか凝でかかれることが少なくない。

　○一一体，それほどムリをして成立させたところで，これからの両国の国交関係がどれ

　　ほど円満に発展していけるものか，（東洋経済薪報　8月18臼　21）

　（3）形式化したもの

　実質的意味がうすく，形式名調化したものも，かながきされることがおお

い。

　O上の方は減税したぶんよりも，地方税として増したぶんが大きいことになってしま

　　つた。（実業の川本　10月15漏　42）

　○脾機能障害の場合は，たいてい軽いものなので，食館に気をつける（蛋白をとり，

　　脂肪をへらす）ていどとなりますが，（保健同人　8月　42）

　○そのへんのコンプレックスが，少くもこの友だけには，十分置わかって貰えること

　　と思う。（俳句　1月　48）

　○関係蒋のおゆるしを請うしだいである。（時の法秀　7月23日　26）

　○さらに最近は，「不具の身となったためこの世から隠遁したのだ」との，不死説も

　　とび出すしまつです。（明星　12月　279）

　○今度の増資は設備資金の需要と資本充実法の両面から考えたもようで，（エコノミ

　　スト　7月21日69）

　○老人はそう雷うと，ふと立上った。じっとしていられないようすであった。（オー

　　ル読物　5月　169）

　Oある警官がそんなふうにして起こった箏故の模様を謡してくれた。（り一ダーズダ

　　イジェスト　4月　41）

とくに，つぎのような時間をあらわすものは，かなになりやすい。

　○主演はこんどがはじめて。（平凡　IO月　67）

　○こんにちの新興宗教のうちでは，大本教系と臼蓮宗系が圧倒的に多いのですが，

　　（人生手帖　10月　77）

　○大いに葱気投合しこんこの交友を約束して，たのしいおもいで帰ってきた。（保健

　　同人　6月　122）

　○そのさいちゅうに，米軍のB17と覚しい爆音が，（オール読物　6月　154）

　○内皮の汗ジミは揮発油だけでは取れないのでそのつどぬれた布でふいておきます。

　　（三窪：三口｝とタ盈活　 7月　 443）

　○このさしs（ハ）図のように～センチ五ミリ控えておきます。（装苑　3月　208）

　○大きく口を開いたとたんに，アゴがはずれたという蹄筆を（知性　4月　113）

　○すでに酒を飲みだしたじぶんで，小遣いが足りなくなるとせびりに来た。（小説の

　　泉　1月　工04）
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4．　やさしい語はかながきされやすい

　「粗末」「簡単」のようなやさしい単語の：方が，似た意昧でもこれよりむずか

しい「貧弱」「単純」などよりは，かなでかかれる傾向がつよいとおもわれる。

しかし，これを客観的なデータでしめすことはむずかしい。第1に，〈やさし

い（はなしことば的）〉という性質は，主観的判断によるところが大きく，だ

れもが～致した結論に達するとはかぎらない。第2に，比較のためには，やさ

しさ以外の条件（品詞・意味・表外字の有無など）ができるだけ近い単語の対

で，それぞれの使用度数がかなりたかいものを，さがさなければならないが，

このような対は，そうおおくない。

　ここでは，やさしさの基準に阪本一郎解教育基本語彙』，類義性の基準に圏

立国語研究所『分類語彙表譲をつかうことにし，つぎのような条件にあう漢語

をえらびだした。

　（1）　『教育基：本語彙』にのっていること。

　（2）　『分類語彙表』でおなじ小グループ（おなじ分類番号の項隠のなかで，

　　改行によって区別される段落）に属すること。

　（3）文法的・語構成的な性質が，ほぼおなじであること。（この条件によっ

　　て，たとえば「途端一一即座」「無理一一合理」「大体一町」などの各組

　　が，比較の対象から，はずされる。）

　（4）表外字・表外音訓をふくまないこと。（「肝心・肝腎」のように，両方の

　　かきかたがあるものは，表外字・表外音訓をふくむものとみて，除外し

　　た。）

　㈲　雑誌90種の調査で度数7以上であること。（これらはr分類語彙表』で

　　星印がつけてある。）

　このような基準によってえらびだされた漢語の表記をくらべると，たしかに

「やさしい語ほどかながきされやすい」といってよさそうな対がいくつもあ

る。最初にあげた例についていえば，

　　粗宋　　3／12一貧弱　　0／　8

　　簡塵抵　　8／67一単漁な　　0／20
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である。（3／！2は，総昨月ヨ度数のうち，かながき・まぜがきのものが3である

ことをしめす。）　しかし，　じつは，この程度の差では統計的にみて意昧がある

とはいえない。検定の紬果有意差がみとめられるものは，つぎの各組である。

（分類番号）

／．　1．30e

1．．16歪3

］，　．　ll　671

1．ユ960

1．　202

］．　．　20　・1

／．　3C｝Oi

／．31．3ci

3。ユ31．

3．132

3．　1160

3．　16／

3．195

3．　！99．　，，

3．　1993

3．3ア

稗i三｝二　（A）　　7／　58一一一一）1犬量兄　（C）　　0／　33

今後G3）　6／89－t一将来（B）　0／7・！

今度（A）83／222　　今演（C）　0／30

度　　（A）　9／394一一畦i：li　（A）　0揮03

三籔　　　（A）　　5／　　7一一縣」　　　（A）　　G／403

遍　　（A）　5／　7一一璽　　（A）　0／15

　　（A）　9／／73一一一Y，R　（B）　O／‘le8

蟹予圭事　（B）　　3／　22一一一一93性　（B）　　◎／　83

隻気胞ミ　（B）　　2／　33一…肇て　　　（A）　　0／35／

絹萎磁　（B）　　3／37一…一戸兇i男　（A）　　G／82

一一
iJtst’；　（B）　er　75一一一一一一一一，C．lkU　（tt＞，）　e／127

懸通（A）　8／！16一一一一一・一・般（8）　0／！27

変　　（A）12／37一一妙　　（A）　0／35

変　　（A）／2／37一一奇妙（B）　0／21

輩乏1　　（，・x）　／2／　37一…ξ持…量尋　（C）　　0／　1／

普段（A）鷺／18一一通當（呂）　0／三3

3羨蝿叩　（tx）　20／　38一一一一擁ゑノぐ　（B）　　1／　17

一一
C彗く　（A）　46／　76一・…乳八州　（A）　　〔｝／　10

大賢（A）26／38…一大体（A）25／100

敵々（A）王。／／4一…至親lG3）　1／1（｝

散々（A）1e／14一一緬三蒋1｝G3）o／17

大摺（A）　5／　8一一一至継（B）　▽王9

大麟（A）　5／　8一…極端（B）　0／17

大変（A）32／114一一極瑞（B）0／王7

大隅（A）　δ／7復一一一必要（B）　0／268

上の表でカッコのなかに入れた記号は『教育基本語彙2による段騎づけであ

り，

　　　A　　　　小学校低学年

　　　B　　　　小学校高学年
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　　　C　一　中学校

という関係になっている。これをみると，左がわ，すなわち，かながきの多い

方にAがあるのがふつうである。やさしい方にかながきの多い対は，

　　　A　－　B　ll

　　　A　－　C　3
回忌14組あり，これに対して，むずかしい方にかながきの多いのは，

　　　B　－　A　2
の2組（気味　　気，解説一説明）にすぎない。（「解説」のかながき3例は，

みな読切倶楽部の映獅のページに見出しとしてつかわれたものである。）

　なお，ここで「やさしい語」といったのは，べつの面からみれば，r文体的

に無色にちかい語」「はなしことばでよく使われる語」などということもでき

る。これらは概念的にはそれぞれちがうが，「様子」とr状況」などの対をく

らべるかぎり，具体的な判定では，ほとんど一致するだろう。しかし，「やさ

しさ」の認定に『教育基本語彙』が利用できたのに対して，文体の度合いをく

わしくしめした辞書も，はなしことばの度数をかぞえた大規模な語彙調査もな

いので，これらの基準を正面にだすことはさけ，やさしさという観点からとら

えたのである。

5．　まぜがきをさけるために，かなにすることがある

　漢語の一部分だけをかなにする，いわゆるrまぜがき」に対しては，なるべ

くさけたい，という気もちがはたらくことがあるようである。さける：方法とし

ては，全体を漢字のままのこしておく，という方がふつうかもしれないが，逆

に，全体をかなにしてしまう，という傾向もある。

　たとえば，「軽蔑」ということばで，「蔑」は表外字だが「軽」は表内字であ

る。したがって，「蔑」だけがかなになって，「軽べつ1というまぜがきになる

ことが予想される。ところが，実際の表記形式は，「軽蔑」4，「けいべつ」2

で，まぜがきはなかった。「軽」という字は，表内字とむすびついているかぎ

り，つねに漢字であらわれる。

　　「軽快」15　「軽挙」1　「軽減」10　「軽視」3
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　　「準釜卒」3　「車≧…摯蒙」1　r軽薄」1　「llee　li｝ft」1

　　「軽侮」2　「軽妙」2　「軽油」1　「軽量：」4

のように。つまり，この字自体には，かながきの傾商はない。それがrけいべ

つ」という2例でかなになったのは，「蔑」がかなになったのに引きずられた

ものとみられる。

　このように，表内字十表外字　というくみあわせで，全体がかながきされた

例としては，ほかにつぎのようなものがある。（下線をひいたものが表外字。）

　　斡旋　位牌　二野　二三　界隈　欺舗　稽古　行李　乞食　骨董　二言

　　爆炉　費銭　難井　焼酎　錆沈　醤油　腎臓　真鍮　脊髄　石鹸　接吻

　　喘息　洗濯　頽廃　蛇足　探偵　蛋白　馳走　頂戴　天秤　氾濫　砒素

　　風靡　辟易　別籟　繍帯　褒葵　翻弄　麻痺　無垢　勿体　悶着　誘拐

　　燵酸

このほか，「林檎」のような動植物名，「一旦」のような副詞で全体がかなのも

のがあるが，これらは単語の性質からみて，かながきされやすいものである。

しかし，上にあげたグループは，単語としてはかながきの傾向をもたず，これ

が表内字までふくめてかなでかかれたのは，表外字だけをかなにすることに抵

抗があったため，とみるのが自然であろう。

　もっとも，ここに直接的な因果関係をみとめて，それだけで上の例をすべて

説関してしまうのは，すこし単純化しすぎるかもしれない。これらの漢字のに

なっている意昧のうすれ方が，かながきへの傾向をさそいだした可能性もある

からである。

　表外字のおおくは訓をもたず，その使われる漢語の種類もかぎられており，

結果として，その意味はアイマイである。「石鹸」のr鹸」，「蛋白」の「蛋」，

「三下」の「嬢」などはもっともはなはだしい例である。このため，これとむ

すびついた相手方の表内字も，その意味がどうでもよいものになる。「蛋白」

の「蛋」にくたまご〉の意味がいきていれば，「白」にくしろい〉という意味

をみとめることは，むずかしくない。そのばあい，r蛋」「白」という構成要素

の意味は「蛋白」全体の意味とむすびつき，この語の内部形式または動機づけ

（motivation）の役わりをはたす。　しかし，意味不明の「蛋」とむすびついた
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「酪」は，かりに「しろい」という意味だとしても，「蟹由」全体の意味をしる

手がかりにはならない。すなわち，ここでは語の内部形式はうしなわれ，「蛋

白」は不透明な構成をもつものとなり，漢字は意味をになう単位ではなくな

る。これは当然かながき’をさそいやすい条件である。

　まぜがきをさける傾向は，つぎのような点からもいえる。

　接頭辞の「御」は「ご」とかなでかかれることもある。したが．：）て，これが

漢語についたばあい，その漢語のかながきの可能性も考えに入れれば，表層の

種類は4とおりになるはずである。そして，実際，たとえばこれが「機嫌」に

ついた例では，

　　（A）　「御機嫌一．i

　　（B）　「ご機嫌」

　　（C）　r御きげん」

　　（D）　「ごきげん」

という4とおりの表記がすべてあらわれる。ところが，（B）（C）のまぜかき’は

（A＞（D）の漢宇・かなで統一した表言己にくらべてすくない。（とくに，「御」だ

けを漢字がきにした（C）型のものは，上記の「御きげん」という1例があるだ

けである。）

　「御」のつく漢語としては「機嫌」「意晃」のような2字漢語，「門」「蜘の

ような1字漢語があって，多少性格がちがうが，いま，これらを一括して集計

すると，つぎのような結果がえられる。（1字漢語と2字漢語とをそれぞれ男旺

に集計しても，両方ともおなじ傾向をしめし，結論蓮1体にかわりはない。なお

この語彙調査の際，2字以上の漢講についた「御」はすべて独立の1単位とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てあっかわれており，1字漢詔

漢語

漢　　字

か　　な

まぜがぎ

「御」 ご

（A）　27i．．　（B）　98

（C）　1　（D）　59

　　　0　　　　　　1

譲一

372

60

　1

図工 275 158　1　433

についたものも，「御門」「御用」

のようにこの1字漢語に独立用

法があるばあいは切られてい

る。したがって，あとにのせた

表記一覧表で，「ご飯」「ご殿」
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などはこの形であらわれるが，rご機嫌」「ご門」などは単独の「御（ご）」とし

て集計されている◎）

　もし「御」とそれのつく漢語と，それぞれのかながきが無関係であるなら

ば，期待されるまぜがきの度数は，

　　（B）136十（C）38　r174

であるはずだが，実際にあらわれたのは，上の表のように

　　（B）98十（C）1＝＝99

で，はるかにすくない。このことは，まぜがきをさけて，ある単語は金体とし

て漢字またはかなでかこうとする傾向があることをしめすものである。

　以上にみるように，「御」はそのつく漢語よりもかながきの率がたかい。こ

のほかにも，接辞であり形式的であるためにかなでかかれた，とみられる例

が，　とくに接羅辞にユまいくつかある。

○そうすると，工業都衛尼ケ崎附近，神戸，西宮あたりいったいの，相当のファンが

　吸駅できるわけだ。（ベースボールマガジン　1月　91）

○超斎速の飛行機どうしの戦いでも（週干雇言黄iう匿｛…　　1！」9　1i7三i　　王3）

○いくどこの世の中に生まれてきたことを歎いたことでしょう。（知性　4月　290）

○何べんも甚右衛門は，村の者たちに念を和した。（娯楽よみうり　8月24iヨ　47）

○一ばつアッパー・カットをいただけばお許しとなるのだが，（キング　10月　16・1）

○ともかくi・リスが生で一パイ照十陽，ハイボールi難十円，というのを二，三バイで

　駒り上げるのが讐遡で，（週刊朝F｛　7月封ll　21）

○それは導入鮭の佐藤クンで，終始，黙々と仕華に励んでいる次第，（近代映懸　7

　月　181）

○世界じゅうの入達から尊敬され，八十歳の生誕を祝われている最中にトルストイが

　（＃洋イ象　　10ノ弓　　196）

　しかし，ここから，接辞は独立の単語よりもかながきされる傾向がつよい，

という一般的な結論をだすのは，はやすぎる。おなじ漢語の接頭辞でも「大」

「新」「反」などかながきへの傾向をしめさないものの：方がむしろふつうであっ

て，「御」は例外である。接尾辞の「的」など，1，400をこえる実例のうち，か

ながきは1つもなく，逆に前にきた漢語がかながき・まぜがきされているもの

が，以下にあげるように5例あった。
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　○それは，いわゆるヒ汰陽族”式のタイハイ的なものであってはならないが，（サン

　　デー毎日　8月19臼　13）

　○倦怠がこうじて破かい的様相を呈したもの（週刊サンケイ　2月12日　6）

　○青年男女が楽しく語り合う中でこそ真の友情は生れるのだ，式なカンネン的な平和

　　論や友情論だけで（人生乎帖　8月　102）

　○勤労には幾分しんしゃく的の意味で一律に引くのだ，（ジュ1）スト　10月1臼　43）

　○ここではふんいき的な効果もあわせて狙われて（婦入朝日　4月　1G1）

　また，「数本風」rバッハ風」などの接尾辞的な「風」と，「こんな風に」の

ような形式名詞的な「風」とは，語彙調査のとき同語として合併されている

が，うちわけをみると，形式三聖的な用法のかながき例の方がずっとおおい。

つまり，このばあいにも，接尾辞化がかながきを特にうながしたとはみえな

い。

　　　　接尾辞　　形式名詞

　漢字　　46　　　　31

　かな　　　2　　　　40

　なお，まぜがきの条件としての1語とは，どの程度のながさまでふくむか問

題だが，つぎの例なども「ビックリ」にひきずられた，まぜがき回避の一種と

もみられる。

　○なかから可愛いい男の児が生まれ，子供をほしがっていたお爺さんとお婆さんをビ

　　ックリギョウテンさせたのでした。（週刊葉京　7月2珀　5G）

6．　大衆的な雑誌では，かながきされやすい

雑誌90種の調査では，雑誌の種類をつぎの5層（部門）にわけて結果を集計

した。

　1潜〔評論・芸文〕12誌

　　　「世界」「新潮」「俳句」など。

　2潜〔庶民〕14誌

　　　「文芸春秋」「家の光」「週刊朝日」など。

　3屡〔実用・通俗科学〕　15誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　72



　　　「自然」「農耕と園芸」「エコノミスト」など。

　4腰〔生活・婦人〕14誌

　　　「暮しの手帖jr主婦の友」など。

　5ヌ曹　〔娯楽・趣味〕　　　35誌

　　　「オール読物」「明星」「アサヒカメラ」「ベースボールマガジン」など。

これらの雑誌の種類によって，かながきの傾向がちがうかどうかを，しらべよ

うとした。ところで，この調査のさい，その層によるうちわけ，すなわちかな

がき漢語が各層に国語あるか，という結果はだしてなかった。それで，各層ご

との漢語かながき率を出して，これを比較する，というわけにはいかない。ま

たもしこれをしたとしても，たとえばある層の漢語のべ語数をm，そのうち，

かながきのものをnとするとき，A層とB層とで，

　　nA／rnA＞nB／mB

すなわちA層のかながき率がたかい，ということがわかったとしても，ここか

らは，つぎの2種類の推定が可能である。

　ω　A層には，かながきされやすい漢語（副詞や表外字によるものなど）が

　　B層よりもおおい。

　（2）おなじ漢語でも，B層でつかわれるときより，　A暦でつかわれたときの

　　eまうカ｛，　カ、fs　t二なりやつ栖し・。

われわれにとって，より興味があるのは（2）の形での結論である。だから，全体

としての漢語かながき率を比較しただけでは，のぞましい結果がえられない。

そこで，ここでは（1）の事情に関係なく②についての結果がえられるように，つ

ぎのような方法をとった。

　たとえば，「椅子」ということばの層溺・表記別の集計結果は，つぎのとお

りである。

　　　表詑＼層　　（1）　（2）　（3）　（4）　（5）　計

　　　零扇子　8一一　51225
　　　いす　　　　　一一　　　　2　　　…　　　　2　　　－　　　4

　　　　イス　　　　一　　　1　　　2　　　1　　　3　　7

　　（かながき率）　0．00　　1．00　　1．00　　0．38　　0．20

いま，a層のかながき率をPaであらわすと，「椅子」については，　P1＝O．00，
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P，＝0．　20　∴P」〈P5同様の方法で1層・5層に共通してあらわれる漢語につ

いてしらべると，

　　P！＞P5のもの　34語

　　P1＜Psのもの　98語

であり，おなじ語についても5層のほうがかなになりやすい，と推定できる。

これとおなじ方法で各層を比較した結果が，つぎの表である。（まぜがきは，

かなとみなした。）

1　腰

2　層

3　層

4　磨

5　　厨

Pi＞Pr．　34

Pi〈Pr．　98

P2＞Pr，　98

P，〈P，　123

P3＞Pr．　（13

P3〈P，　7ti

Pa＞P．r　80

P‘〈PrJ　87

4　　層 3　　鰹 2　　層

P1＞P墨29

Pl〈P，，　63

P，）＞P，　74

P，〈P，　62

P，＞P，　50

P，〈P．，　4・5

Pl＞P3　2ア　　　P1＞P2　3王

Pi〈1？s　36　1　1’i〈Pst　69

P，＞P，　55

P，〈P，　46

　z2検定によれば，つぎの各厨のあいだに5％の危険率で窟意差がみられる。

　　1層と2磨

　　1層と4顯

　　i層と5履

　　3層と5減

したがって，もっとも漢字をこのむのは1層（評論・芸文），ついで3暦（実

絹・通俗科学）であり，もっともかなをこのむのは5層（娯楽・趣味）という

ことになる。

　娯楽・趣味関係の雑誌で，かながおおいのは，読老層が大衆的なので，わか

りやすくするためであろう。しかし，もう一つの理由として，文字つかいにむ

とんじゃくだ，ということも，あげられそうである。

　○昼聞の海はさんごしょうに闘まれている島丈ぐこ絶品です。……（中略）…一一・そっと
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　　頬をなぜる甘い平ななんとも云えない風を身体一杯に受け乍らこの素疇しい喜びも

　　誰れかに伝えずにはおれないしょうどうにかられました。（近代映諏　9月　153）

この：文の筆者は，「さんごしょう」「しょうどう」という漢語をかなにしている

一方，「丈に」「乍ら」などの助詞を漢字でかいている。だから，ことさら漢字

をへらそうといった意図でかいたものでないことは，あきらかである。作家や

詑者のような専門的な書き手なら，このような文字つかいはしないであろう。

7．　その他のかながき

　以上，かながきになりやすいものとして，いくつかの目だつばあいをあげて

きた。しかし，このほかにも，かながきの理由が考えられる用例がいくつかあ

る。上にあげてきた観点とダブる点もあるが，以下にこれらを列挙することに

する。あとにあげる漢語かながきの一覧表の数字は，これら雑多な理乱による

ものがまじっているのである。

　ω　動植物名・術語

　○ダイコンは繍歌山もの一色となるが，この地方はバイラスで不作撃込みで，三ホ束

　　（約一貫）三脚ー一五円見当を予想している。ハクサイは静岡の庄内ものが中心で

　　あるが，貫当日翌工一二二円毘当を予想している。ゴボウは年末の出荷董によるが，

　　おもったより少いから，一月相場は少し強い兇込み。（慶耕と園芸　1月　155）

　○球根類サフラン，スイセン嬢，スノードロップ，スノーフレーク，チュウリッ

　　　　　　プ，ヒヤシンス

　　宿根箪　ユキワリソウ，フクジュソウ，シャクヤク，キク，アヤメ，シュンラン，

　　　　　　ヤブラン（農耕と諸芸　　9月付録　3ユ）

　これらの例の「ダイコン」「ハクサイ」などは，動植物名は，かな（かたか

な）がきにする，という方針によって，かながきされたものとみられる。

　ただし，動植物名には，「キリン」「ゴボウ」など表外字のものがおおく，か

ながきの理由としても，動植物名だということが，どのくらいきいているかは

問題である。

　つぎのような例からは，動植物にかぎらず，一般に術語をカタカナがきしよ

うとする傾向がうかがわれる。

　○タネの改良は染色体の配舎によってきまる。花やヤサイの場合だって，メバナの染

　　色体が半分に，オバナの染色体が辛々つつ配合されるわけだ。（実業の絹本　6月

　　　　　　　　　　　　　　　　　75



　　1狛　93）

　O稲の生育と，チッソの効かせ方の原則論としては，（農業世界　9月　127）

　（2）固有名詞

　会社名などでカタカナがきのものは，当然引用文中でもそうなる。

　○サンケイ騰廊（美術手帖　5月　138）

　○センバツの不振を夏の大会で取戻さんとする浜松商のバッテリー（べ一スボーールマ

　　ガジン　7月　235）

　○初の総天然色卜　一一ホー・スコープを背景に使った筏流しや（着い女性　9月　210）

　（3）外来語めかしたもの

　上の「トーホー・スコープjもそうだが，つぎの例も「ミス」にあわせて外

来語めかした表記法であろう。

　○ほかにミス・シセイドーの，きれいな乙女たちにも，また講師をつとめなければな

　　らない。（傑作倶楽部　7月　231）

　（4）子どものことば

　子どもの作文のなかでは，おとなが漢字でかくような単語も，かなになるこ

とカミお：おい。

　○お父さん，お母さん，びょういんのせんせいがた，学校の先生や，おともだち，心

　　配してくださったみんな，どうもありがとう。（婦人倶楽部　10月　475）

　○やすむべ　父ちゃもあんちゃもへんじもしない　そうだ米をつくることだけがおら

　　家の仕事なのだ（週刊読売　1月1日　70）

また，子どもむけの文章のなかでも，かながきがふえる。

　○こうして，毎日かいほうしてもらっているうちに，年よりのおさるはすっかり神主

　　さんになついて，（婦人倶楽部　9月　67）

　○お医着さまが，かばんの中からとり出したのは，注射のどうぐのはいっている，ぴ

　　かびかしたはこではなくて，（婦入朝日　4月　122）

　㈲　全文かながきのもの

　子どもの作文も，極端なものは全文かなであるが，おとなの文章でもわざと

そうするものがある。つぎにあげる例は，当面流行していたボナンザグラムに

ついて，読者から週刊誌の編集部にあてた手紙である。

　○これを，きかいに「せいげんかんじ」「とうようかんじ」rきょうし｝くかんじ．」の

　　「いちらんひょう」を「けいさい」してください。ボナンザグラムをとうしてrに：

　　ほんじ」「にほんご」のべんきようになり「ゆうえき」なことだとおもいます。か

　　なつかいがわかりませんので，このはがきのぶんしようも，まちがっていることで
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　　しょう。おゆるしください。へんしうきょくちょうさま。（週刊朝日　7月29日

　　84）

　㈲電報

　これは全文カタカナがきの文章である。

　○「トネオキトク，スグコイ，サガミコハンホテルヨウコ」（スタイル　6．月　196）

　○『チチケイカワルシ　スモウオワリシダイスグカエレ　キx』（相撲　10月　137）

　（7）意味をぼかすためのかながき

　つぎの例は，「利権をあさる」にかけてつくった貝の名まえであるが，動物

名なのでカタカナがきにした，ということのほかに，漢宇で「利権」とかくと

意昧が表面に出すぎるので，それをさけた，という理由もありそうである。

　○主として政海，覆海，実業海等の泥中にひそむ鳳枚貝で，嗅覚が異常に発達し，好

　　館を求めては，所々方々に現われる。リケンアサリは，アサリ中，最も代表的なも

　　ので，（オール読物　4月　240）

　ある意味では，「兄弟」のかながきも，この類にかぞえることができるかも

しれない。かながきの3例のうち，1例は姉と弟，1例は兄と妹，他の1例は

　○親きょうだいに死なれ，親類の所在もわからないような孤児の出ることがずいぶん

　　ある。（小説と読物　3月　172）

のように性別がどうでもいい例であり，いずれにせよ，「兄弟」という表記の

しめす意味とは，くいちがっている。「兄妹」とかいて「きょうだい」とよま

せるような例もかなりあるが，こうするとよみかたとむじゅんずる。漢字でか

く以上，どうかいても意味か音かがじゃまになるのである。つぎの「かんら

く」は話しことば的であるためのかながきとみて説明がつくが，本来の意味と

ずれていることも，多少はたらいているかもしれない。

　〇六年二十～場駈の幕内生活から別れをつげて十枚同にかんらくした。（相撲　12月

　　137）

　（8）発音をあらわすためのかながき

　さきに，発音をはっきりあらわすために「シェイ楽」とかなでかいた例をあ

げたが，この類には，まだつぎのようなものがある。

　○センセ　先生とビーチ・スタイルの太陽娘に大もて（週刊東京　9月1El　33）

　Orはッ……ガ，ガイトウロクオン！　はッ』（小説倶楽部　8月　190）

　つぎの例e＃　，形式約な接羅辞である点だけからも説明がつくが，「山中」と
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かくと「さんちゅう」とよまれるおそれがあるので，それをふせぐために，か

なでかいたともみられる。同音藷の意味の区別をしめすために漢字をつかう，

ということの逆の現象である。

　○そして山じゆうに響きわたるかと思われるような彼等の声のきらめきは，（旅　5

　　月　3王）

　特殊な例として，漢語のよみかたをしめすためのかながきがある。

　○〈匿名〉　とくめい。膚分の姓名をかくすこと。本名と違った名を用いること。

　　（知性　　7ノ琶　　137）

　特にふつうの発音とちがっていることをしめす，というのでなくても，話し

ことばをうつした文のなかでは，音声的性格を強調するために，かなにするこ

とがある。

　○ヨーイドン！！向う岸までキョウソウよ（明量　10月　51）

　○ナムミョウ木一レンゲ率ヨウ，家内安泰，家業繁農，ドンツク，ドンドン……（主

　　婦の友　3月　128）

　○よしてよ　あんたみたいな太陽族じゃないわ

　　ふうんタイヨウゾクね（小説サロン　8月　69）

最後の例は漫画のものだが，漫蔑のなかの会話は，颪数のおおい漢字が画面に

はいりにくいせいもあってか，特にかなが目だつようである。

　（9）　かなの表現的なつかいかた

　カタカナは俗語的なものの表記にこのんでつかわれる。

　○作曲，演奏，膏楽学，どの面をみても，オンチどころではなくなりつつあります。

　　（音楽の友　1月　4G）

　○彼女が，困窮のはてにサギやカタリを鋤くような種類の女ではないような気がして

　　くるのだ。（傑作倶楽部　4月　68）

つぎの例の「鑑識」は，ことば慮体としてはかなりかたい文輩語だが，ここで

は「鑑識課」の略語として，いわば専門的な分野における俗語として，つかわ

れたものである。

　○カンシキ殺すにわけはない

　　コロシの三つもあればよい（宝石　5月　76）

このようなところがら，ふつう漢字でかかれる単語をカタカナでかくと，それ

が俗語的に感じられ，おどけたような表現効果が生じる。
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　○部長はどうしても友吉の蹟から，事故のありさまを再現させるコンタンらしい。

　　（文芸　　　5ノヨ　　202）

　○そして吉田内閣目時の隠退蔵物資や終戦処理費にかわって薪らしいフハイの源泉と

　　なったのである。（知性　11月　245）

　○月形はキンノーhの志士月形半平太から，竜之介は『大曹薩峠』の机竜之介からのモ

　　ジi）で，このくらい指そうな名繭はちょいとない，という程の意味である。（キン

　　グ　2月付録　71）

つぎの例も，観念的な傾向に対する皮肉・茶化しともとれる。

　○平魔iは守らなければならない式な都や，膏年勢女が楽しく語り合5中でこそ真の友

　　情は生れるのだ，式なカンネン的な平和論や友情論だけですませてしまう人が（人

　　生手帖　8月　102）

　ひらがなには，このような表現効果はすくない。しかし，つぎの例などは，

漢字のかたさをさけて，しみじみとした気分をだそうとした，という感じがし

ないでもない。

　○少し汗ばんだ身体を，｝三iのひかりで三々ひかる湯波の聞1こ横たえた時，始めて，あ

　　あおんせんというのもいいものだと思ったのです。（旅　U月　113）

　8．　新聞との比較

　圏語研究所では電子絹・算機をつかって！966（昭41）年1年間の朝日・毎日・

読売3紙の語彙調査をおこない，その結果を報告してきた。それで，漢語の表

認について，雑誌と新聞とをくらべることができる。

　しかし，この両者は単純には比較できない。第1に，対象の悪で，雑誌と薪

聞というちがいだけでなく，1956年と1966年という10年闘の差があるので，表

記法の差がジャンルのちがいによるのかle素面にかわったことをしめすのか，

わからない。第2に，方法の面でも2つの調査はかなりちがう。新聞の調査で

は，電子計算機をつかった関係上，おなじ表記のものは鯛語であっても合併さ

れているし（「心」の「しん」と「こころ」，「いぜん」の「以前」と「依然」），

溺表記のものはおなじ語でもわかれている（「心」と「しん」，「以前」と「い

ぜん」）。また，雑誌の調査では「普通i乗用i車」のようにみじかい単位にき

られ，この「普通」や「乗胴」は，それだけ独立してつかわれたものといっし

ょにされているが，新聞の調査では「普通乗用車」全体で1単位とされ，単独
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の「普通」などとは区画して集計されている。このようなわけで，げんみつに

いえば，結果の比較はむずかしいのである。

　ここでは，『国立国語研究所報告48　電子計葬機による新聞の語彙調査αV）灘

にのっている「簡易五十音夕影単位表」によって薪聞における漢語かながきの

ようすをしらべた。ただし，つぎのようなものにかぎる。

　（1）雑誌薪聞とも度数10以上であること。

　②　雑誌でかながきの例が2つ以上あること。

　（3）F語」「疑」のように主として接辞的につかわれるものでないこと。

　（4）「心」「いぜん」のように2語以上があわさっている可能性のたかいもの

　でないこと。

なお，薪聞の方は単独用法にかぎり，「普通乗用車」の「普通」のような結合

用法は無視する。ただし，形容動詞については，「簡単だ～簡単で～簡単な～

簡単に」などと溺項目になっている各活用形の度数を合併する。

　つぎの一覧表で「かな」とあるものには，まぜがきの度数をふくむ。○印は

5％の危険率で有意差のみとめられる項目である。これらのうち，「解説」と

「非常」だけは雑誌の，ほかは新聞のかながきが多い。
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